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「A-WASS地域に根差した木の建築研修会」（第４回） 

－ 間室 健一氏（日本設計）、杉浦 良和氏（日本設計）、 
永松 航介氏（前田建設工業） 講演会 － 報告 

 
平成30年12月15日（土）、林友ビル（東京都文京区）において、標記の研修会を開催しました。

今回の研修会では、組織設計事務所として日本設計の間室健一氏と杉浦良和氏より中大規模木造の事

例を「日本設計での木構造デザインについて－ 栄光学園を事例として」と題して講演いただき、施

工者として前田建設工業の永松航介氏に「大規模木造建築における設計体制の違いと木材調達方法」

と題して講演いただきました。当研究会会員など 28 名（講師を除く）が参加しました。以下、その

概要を報告します。 

なお、本研修会は、公益社団法人国土緑化推進機構の平成 30 年度「緑と水の森林ファンド」助成

金の支援を受けるとともに、日本建築士会ＣＰＤプログラムに登録されました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

○ 間室氏からは、大手組織事務所の設計者として構造を担当する中で、「鴻巣市コスモス吹上」で

鉄骨造の屋根架構を埼玉県産材の集成材で格子梁とした実例や、広島県府中市の「キテラスふ

ちゅう」での45㎜厚のLVLを門型フレームとして連続させた実例が紹介されました。さらに、

RC造の庁舎の低層部にCLTを耐震壁として用いた木造を設計した「川越市庁舎」の事例、最

後に、橋梁などで使われるゲルバー梁を応用した「栄光学園」の校舎が紹介されました。 

栄光学園では、一般流通材を使った梁や柱などが使われ、RC 造となる 1 階部分にも木集成

材と鉄骨のハイブリッド柱が使われた事例が紹介されました。現在４教室となっている教室棟

も均一に柱を割り付けることで、将来的には少人数型の５教室に分割することが出来るなど工

夫が施されています。 
  

木と建築で創造する共生社会実践研究会 

     

  

  会長 長澤 悟                                                    編集 花岡 崇一                          
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○ 杉浦氏からは、国際基督教大学での「エントランス棟・メインコート棟・プール棟」の事例が紹

介されました。エントランス棟は、大学のメインエントランスの空間としてキャンチレバーでエ

ントランス棟の庇に三角形断面を並べた構造で、圧縮側となる下側にLVL、引張側となる上側に

構造用合板が用いられています。LVL の高剛性・高強度の特性は12m の片持ち庇を可能にし、片

持ち庇の控えとして16.5m スパンの屋根が計画されました。スポーツ施設として相応しいダイナ

ミックな空間を感じさせる斬新なデザインを木造によって実現させる事例となっています。 

プール棟のスパンはメインコート棟に比べて小さいため、樹状方杖をアーチ架構の中間近くま

で配置し、屋根の低ライズ化を行っています。長さ６ｍ以下の小中断面集成材を使い構成してい

る実例となっています。 
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～皆様のご意見を歓迎いたします～ 
A-WASS事務局 (森の贈り物研究会内) 

   〒103-0004 東京都中央区東日本橋3-8-1  東日本橋コーポラス１F 
  TEL：03-3249-0421 FAX：03-3249-5133 

           E-mail：hanaoka@bdvision.co.jp  事務局長 花岡携帯：090-4063-8468 
 
      
 

○ 永松氏からは、木造の設計者としての立場と共に施工者としてBIMを用いた施工計画が紹介され

ました。BIM化については、リスクを未然に防止することや加工の自由度を確保し新たな建築を

生み出すきっかけになることが紹介されました。特に興味深かったのは、条件によるものの、元

請となる施工者としては発注前に調達しなくても地元産材で建設が可能だとの考えを出されたこ

とです。「木で建ててみよう」との姿勢で進められている前田建設工業の積極的な取り組みの一端

を知ることができました。 

○ 今回の研修会は、設計者としての立場と施工者としての立場の両面から、興味深い事例が多数紹

介され、木の建築に携わる者として大変参考になった一日でした。 

（図版は国土交通省補助事業「サスティナブル建築物等先導事業（木造先導型)」の選択事例より転

記しています。） 

文責：A-WASS賛助会員 日本設計 小泉 

   

  
 
 
 
A-WASS第６回通常総会 開催のお知らせ（予告） 
 
下記により第６回通常総会を開催します。詳細は追ってご連絡します。 
 
＜日 時＞  平成３１年３月１６日（土） 午後 
＜場 所＞  林友ビル会議室（東京都文京区後楽１－７－１２） 
 
会員・会友・賛助会員以外の方も傍聴可能です。ご関心ある方の参加をお待ちしています。 


